
（別紙） 

令和４年度大阪府福祉基金地域福祉振興助成金地域福祉推進助成「事業評価」（事業概要） 

団体名    特定非営利活動法人 福祉のまちづくり実践機構 
総合評価 

A 

評価基準（総合評価） 

Ｓ （非常に高く評価できるもの） 

Ａ （高く評価できるもの） 

Ｂ （一定の水準にあるが一部課題のあるもの） 

Ｃ （一定の水準にあるがかなり課題のあるもの） 

Ｄ （全般的に多く課題のあるもの） 

事業名    
中間支援組織と連携した大阪の福祉化プロジェクト～SDGｓ先進都市大阪モデルづくり 

実施期間 ２０２２年４月１日 ～ ２０２３年 ３月３１日 

助成（実績）額   ４，７９６，９８２円 

 

事業概要 事業実績 事業を実施したことによる成果 

●２２年度は「認証制度の発足」に向け、「大阪版ソーシャル事業所認証研究会

（以下研究会）」を２回開催し、助成終了後における認証事務局を担う「一般

社団法人ソーシャル事業者認証機構おおさか」の設立と、引き続きＷＥＢに

よる情報発信に取り組みました。 

 

１．大阪版ソーシャル事業所認証研究会から、一般社団法人ソーシャル事業者

認証機構おおさかへ 

〇2021 年度の研究会では「公平性や信頼性を担保する認証システム」の必要性

が指摘されました。 

・「認証システム」では、公平性や信頼性を担保するために、大学や中間支援組織

等の専門機関が参画する団体を新たに設立し認証機関とすること。 

・認証評価については、実務者・学識経験者・認定中間支援組織等で構成される

第三者委員会によること。 

・企業等への申請サポートを担う社会的金融機関の拡充に努めること 

※2021年度 報告書より 

〇2022 年度は金融機関等への働きかけをおこないましたが、公平性・信頼性が

担保できる「認証機構」の構成員を明らかにしてから判断したいとの意見が

ありました。そのため、拙速に研究会メンバーのみで機構を設立、認証スタ

ートを目指すのではなく、「認証機構の設立」を最重要テーマとしました。 

〇研究会を通じて、「認証機構」に参画いただけるメンバーの開拓を図ろうと、

研究会委員のみならず、オブザーバーやゲストとして学識経験者や社会的金

融関係者などに積極的にネットワークを広げました。 

〇第 1 回の研究会では「大阪大学 社会ソリューションイニシアティブ（ＳＳ

Ｉ）の取り組み」、第 2 回の研究会では、「ソーシャル企業認証制度の運用」

を取り上げました。 

〇第 1回研究会概要【委員：９人 オブザーバー・ゲスト：５人】 

2022年 10月 14日 13：00～15：00＠大阪公立大学 文化交流センター 

①２０２１年度事業のふりかえり【事務局】 

②大阪大学 社会ソリューションイニシアティブ（ＳＳＩ）の取り組み 

企業の社会性を評価する「企業のエシカル通信簿」について 

【堂目 卓生 氏：大阪大学経済学研究科教授／大阪ＳＳＩ長】 

【伊藤 武志 氏：大阪大学ＳＳＩ 教授】 

③一般社団法人の設立にむけて【事務局】 

④意見交換 

●2022 年度は、認証制度のスタートアップとして、下記の３点に取り組むこと

としていましたが、①と②の実施にとどまり③は実施を見送りました。 

①金融機関等と連携したアドバイザー育成と認証機構の設立 

②認証希望者（プレイヤー）増につながる広報の充実 

③企業認証のスタート 

 

１. 金融機関等と連携したアドバイザー育成と認証機構の設立 

○金融機関が参画しやすい環境整備を優先し、大阪大学や大阪公立大学等の学

識経験者等が参画する公平性・信頼性の高い認証機構の設立につなげること

ができ、一定の目標は達成できました。 

○設立した認証機関は「一般社団法人 ソーシャル事業者認証機構おおさか」 

○アドバイザー育成等については、第２回研究会で京都における「Ｓ認証の実

務」を紹介する機会をもうけ、研究会の委員のみならず、オブザーバーや認

証機構の設立メンバーと共有することができました。 

 

２. 認証希望者（プレイヤー）増につながる広報の充実 

○当初１０団体を予定していたが、１３団体のインタビュー等を紹介すること

ができました。また、ＦａｃｅＢｏｏｋのフォロワーも１４７人と一定の成

果がありました。 

○掲載されたインタビュー 一覧 

経済学から社会問題解決のいとぐちを見つけたい  4/13 

大阪市立大学名誉教授 福原宏幸先生  

地域における社会連帯経済部門の育成が行政の福祉化の鍵 4/25 

大阪市立大学名誉教授 福原宏幸先生  

リサイクル事業とソーシャルファームは相性がいい 5/13 

第8回ソーシャルファームジャパンサミットin ふくしま  

ユニット就労で農業就労促進を目指す  6/10,6/22 

泉州アグリ 加藤秀樹さんインタビュー  

ろう者が活躍できる社会を目指して  8/5,17,24 

サイレントボイス 尾中友哉さんインタビュー  

誰もが暮らせる地域づくりを  9/30,10/5,11 

南大阪自立支援センター 石野英司さんインタビュー  

多世代で交流できる拠点でひとり親家庭の子育てを応援  10/25,11/10 

団欒長屋 渕上桃子さん  

清掃訓練を通じて重度知的障がい者の就職支援に取り組む  12/20 

エル・チャレンジ  

すべての人の人権が尊重される豊かな社会を目指す  1/9 

一般財団法人大阪府人権協会  

●認証機関として設立した一般社団法人は、大阪府内の国公立大学２校「大阪

大学」「大阪公立大学」「中間支援組織」が参画し、信頼性・公平性の担保や

「ラウンドテーブル」の役割を担うことができる。 

 

●福祉推進助成終了後も、一般社団法人ソーシャル事業者認証機構おおさかが、

本事業の成果を引継ぎ、事業を継続することができました。 

 

１．2023年度 一般社団法人 事業計画案 

①視察／学習会の開催：ネットワークをひろげる 

〇年４回程度の開催（６月以降２～３か月ごとに：９月、１２月、２月） 

※第 1回はキックオフ企画【６月】として大阪大学＋大阪公立大学からソ

ーシャル関連の取組 

②ソーシャル事業者認証：まずは始める。初年度 10社程度 

第 1回目： 6月 募集開始 

        9月 募集締切 

       10月 審査会（第三者委員会） 

       12月 認証発表 

  第 2回目： 1月 募集開始 

        3月 募集締切 

        4月 審査会（第三者委員会） 

        6月 認証発表 

③アドバンス認証研究会:：おおさからしさの追求 

 ・仕組みづくりのための研究会開催 年４回程度 

 ＋ｉ  ： inclusion 社会包摂 

 ＋h ： human rights 人権 

 ＋p ： pioneer  先駆性 

 ＋e ： environment 環境の持続可能性 

④申請しやすい環境整備： 

 ・ＷＥＢ 簡易なものを６月の募集に合わせた立ち上げ 

 ・申請サポート団体の発掘 

※第２回 研究会で「認証の実施は慎重に」「申請サポート団体の発掘に注力を」

という意見をいただき、現在は計画を変更し、「申請サポート団体発掘」に努

めている。 

 



（別紙） 

〇第２回研究会概要【委員：９人 オブザーバー・ゲスト：９人】 

2023年 3月 22日 18：00～20：00＠大阪市立大学 文化交流センター 

①ソーシャル企業認証制度の運用について 

【石井 規雄 氏：ソーシャル企業認証機構 事務局】オンライン 

【並木 州太朗 氏：龍谷大学ﾕﾇｽｿｰｼｬﾙﾋﾞｼﾞﾈｽﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ 研究員】 

②一般社団法人ソーシャル事業者認証機構おおさかの設立について【事務局】 

③意見交換 

〇その結果、研究会に参画いただいた、大阪大学および大阪公立大学の学識経

験者および中間支援組織等を社員とする一般社団法人ソーシャル事業者認証

機構おおさかを 2023年 3月 23日に設立することができました。 

○一般社団法人ソーシャル事業者認証機構おおさかの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．情報発信の充実 

〇2022年 1月にリニューアルしたウェブサイト（https://wep-npo.com/）や note

を通じて、福祉のまちづくり実践機構の活動の周知をはかりました。 

〇2022 年 4月から発信を始め、中間支援組織・学識経験者・実践者への取材を

行い、毎月 1～5記事のペースでレポートを情報発信しました。 

就労支援や職業教育を通じて地域の中小企業を活性化  1/17 

大阪地域職業訓練センター（Ａ´ワーク創造館）  

精神障がい・障がい者が長く働き続けられるようにサポートする 2/24 

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク（JSN）  

ボランティア支援を通じて市民活動を活性化する  2/26 

社会福祉法人大阪ボランティア協会    

仕事づくりでホームレス状態の人たちの自立を後押し 3/15,17 

釜ヶ崎支援機構 松本裕文さん  

金融を通じてソーシャルビジネスを支援する  3/21 

ヒューファイナンスおおさか（大阪府地域支援人権金融公社）  

誰もが安心して差別のない地域で暮らせるまちづくりを目指す」」 3/27 

NPO法人暮らしづくりネットワーク北芝   

ビルメンテナンス業界の障がい者雇用のパイオニア  3/31 

株式会社美交工業  

 

 

 

２．一般社団法人の活動による波及効果 

○京都の「Ｓ認証」の主なターゲットは中小企業でしたが、本事業を通じで大

阪では中小企業のみならず、公益活動等

を行う“NPO”“一般社団”等も担い手と

して組み入れたものとするなど、地域や

社会への波及が期待できます。 

 

○研究会や一般社団法人の設立をきっか

けに、「行政の福祉化」に協力する大阪

ビルメンテナンス協会が開催予定の、社

会貢献セミナー（2023年 5月 12日）で、

大阪大学ＳＳＩの報告が盛り込まれる

など、新たな連携・協働先が本事業を通

じて生まれるなど、新たな連携・協働先

の確保につながりました。 

 

○2023 年 7 月 18 日にいのち会議 市民部門 アクションパネル 4 経済（SDGs 

8,12）キックオフ 「共感に基づく共助の経済を創ろう！」で活動報告をし

ました。 

※写真の挿入も可能です。（１～２枚程度） 

https://wep-npo.com/

